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    岡 山醫 科 大 學 法 醫 學 教 室

    廣 本 達 吉

    [昭和14年7月29日 受稿]

      第1章 緒 言

 曩 ニ吉本1)ハ 實驗的箆形二口蟲病家兎 ノ血液凝

固時間ニ就キ,重信2)ハ 其 ノ化學的成分ニ就キ,更

ニ藤見及ビ西崎3)ハ 其 ノ「フイブリノゲーン」量及

ビ「トロンビン」量ニ就キテ夫々研究シ,又 紅谷4)

ハ日本住血吸蟲病患者ノ血液像ヲ,小澤5)ハ 同疾

患ニ於ケル實驗的免疫ニ就キテ研究セルガ,其 ノ

血液ノ化學的所見ニ就 キテハ未ダ明ナラズ.サ レ

バ予ハ實驗的日本住血吸蟲病罹患家兎血液 ノ化學

成分ニ就キ觀察スベク本研究 ヲ行ヘリ.

   第2章 實 驗材料 及ビ實驗 方法

實驗材料 トシテハ太田及ビ西崎6)ガ 日本住血吸

蟲病家兎ノ尿中窒素配分ニ就キテ研究シタルニ際

シ,尿 ニ明ナル化學的變化ヲ認 メタル家兎 ノ斃死

直前ニ該動物ノ頸動脈 ヨリ 「カニユーレ」ニヨリ

テ採取シタル血液ヲ用ヒタルガ
,採 血 ニ際シ出血

ヲ可及的迅速ナラシメ,出 血ニヨル血液 ノ變化 ヲ

防止 スルニ努メタリ.而 シテ各病家兎 ヨリ得 タル

血液 ヲ合 一シテ下記ノ如キ化學的物質ノ檢索ヲ行

ヒ,其 ノ成績 ヲ正常家兎 ノ夫 レト比較シタリ
.而

17



1634 廣 本 達 吉

シ テ正 常 家 兎 ノ血 液 ニ就 キ テ予 ガ檢 シ タル 各物 質

ノ量 ハ 從 來 諸 家 ハ得 タル 夫 レ ト大差 ナ キ成 績 ヲ示

シ タ リ.

 本 實 驗 的 研 究 ニ於 テ檢 シ タル血 液 ノ化 學 的 成 分

ハ次 ノ如 シ.

 1) 總 窒 素 量(Kjeldahl氏 法),2) 殘 餘 窒素

量(Bang氏 法),3) 無 機 硫 酸 量(Schenk氏 法

ニ從 ヒ テ 除 蛋 白 シ タ ル血 液 一 定 量 ニ就 キFolin

氏法7)ニ ヨ リテ定量 ヲ行 ヘ リ),4) 無 機 燐酸 量

(Bell u. Doisy氏 比 色 法8)),5) 石 灰 量(井 上 氏

法9)),6) 「コ レステ リ ン」量(Bernhard氏 法10)),

7) 乳 酸 量(Schenk氏 法 ニ從 ヒテ除 蛋 白 シ タ ル

血 液 一 定 量 ヲKaufmann氏 變 法 ニ據 リテ定量 セ

リ).

    第3章 實 驗 成 績 及 ビ 考 察

 1) 血 液 總 窒素 量(第1表):正 常 家 兎(3匹)

ノ平 均 ハ3.414%ニ シ テ本 病 家兎 ノ夫 レハ2.761

乃至2.863%,平 均(4匹)2.628%(正 常 家 兎 平均

ヲ100ト シ テ約88%ニ 當 ル)ヲ 示 シ,稍 々減 少 ヲ

       第1表

表 ハ セ リ.太 田等6)ノ 實 驗 ニ據 レバ,日 本 住 血 吸

蟲病 家 兎ハ 感 染後31日 乃 至37日 ニシ テ尿 中總 窒

素 量 ノ増 加 ヲ來 シ,爲 メニ送 致 總窒 素 量 ヲ凌 駕 シ,

窒 素 平 衡 状態 ノ失 調,食 慾 不振 及 ビ體 重 ノ著 明 ナ

ル減 少 ヲ來 セル ガ,予 ノ得 タル 所見 ハ之 ト合 適 ス

ル モ ノ ナ リ.

 2) 血 液 殘 餘窒 素 量(第2表):正 常 家 兎(3

匹)ノ 平 均 ハ24.3mg%ナ ル ニ對 シ,本 病 家 兎 ノ

夫 レハ 最 高42mg%,最 低27mg%,平 均(4匹)

37.0mg%ヲ 示 シ,正 常家 兎平 均 ノ152%ニ 當 リ,

著 明 ナル 増 加 ナ リ.上 掲 セ ル如 ク血 液 總 窒 素 量 ニ

第2表

著 變 ナ キ カ或 ハ 多 少 減 少 セ ルニ 拘 ラズ血 液 殘 餘 窒

素 量 ノ増 加 セル コ トハ體 蛋 白 ノ分 解 ヲ物 語 ル モ ノ

ニシ テ,嘗 テBang11)ハ 犬 ニ於 テ空 腹 状態 ノ持 續

時 竝 ニ種 々 ナル 毒 物 ノ中毒 ニ際 シ テ血 中殘 餘 窒 素

ノ増 量 スル コ トヲ實 驗 シ,又 太 田等6)ハ 本 病 家 兎

ノ尿 ニ就 キ尿 素 量 ニ著 變 ナ ク シ テ「ア ミノ窒 素」,

「ア ンモ ニ ア窒 素」等 ノ増 加 ヲ認 メタル ガ,之 等 ノ

事 實 ハ 本 實 驗 ノ成績 ヲ首 肯 セ シ ムル モ ノ ナ リ.

 3) 無 機 硫 酸 量(第3表):正 常 家 兎 ノ平 均

(3匹)22.6mg%ニ シ テ本 病 家 兎 ノ夫 レハ30.2乃

至37.6mg%,平 均(4匹)33.6mg%ヲ 示 シ,正

常 家兎 平 均 ノ147%ニ 當 リ,即 チ 可 成 リノ増 加 ナ

リ.

       第3表

 抑 々硫 黄 ハ窒 素 ト共 ニ蛋 白 ノ特 異 ナ ル構 成因 子

ニ シ テMeyer-Bisch12)ニ 據 レバ餘 殘硫 黄 ノ増 減

ハ 必 ズ シ モ殘餘 窒 素 ト平行 セ ズ トノ コ トナル ガ,
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本病家兎血中殘餘硫黄ノ増量ハ血中殘餘窒素ノ増

量 ト相俟ツテ體蛋白ノ分解 ヲ物語 ルモ ノナルベ

シ.

 4) 無 機 燐 酸量(第4表):正 常家 兎 ノ平 均

(3匹)5.1mg%ニ 對 シ,本 病 家 兎 ノ夫 レハ 最 高

17.3mg%,最 低11.6mg%ニ シ テ正常 家 兎 平 均

ノ夫 々339%及 ビ227%ニ 當 リ,又 本病 家兎 ノ平

均(3匹)ハ14.4mg%ニ シテ正 常 家 兎 平 均 ノ282

%ニ 相 當 シ,甚 シキ増 量 ナ リ.太 田等6)ハ 本 病 家

兎 尿 中「ブ リ ン鹽 基窒 素 」ノ増 量 ヨ リ核 質 從 テ細 胞

組 織 ノ破 壊 分 解 ヲ推定 セ リ.

       第4表

 即 チ 細胞 核 ヲ構 成 スル重 要 ナル物 質 「ヌ ク レ オ

ブ ロテ イ ド」 ノ一 重要 成 分 トシテ燐 酸 ノ含 有 セ ラ

ル ル コ トハ周 知 ノ事 實 ニシ テ細 胞 ノ破 壊 ガ燐 ノ代

謝,從 テ其 ノ血 中 含 有量 ニ影 響 ヲ與 フルハ 當然 ナ

リ.燐 酸 ノ増 加 ハ 骨 質 ヨ リ スル場 合 モ可 能 ナル ベ

キ ガ,次 ニ記 スル 如 ク血 中石 灰 量 ハ反 ツテ減 少 セ

ル 故 ニ,本 病 ニ於 テハ太 田等6)ノ 推 シ タ ル如 ク,

主 トシチ細 胞 核 質 ノ破 壊 ニ基 ク モ ノ ト考 ヘ ラル.

 5) 石灰 量(第5表):正 常家 兎平 均(3匹)

ハ122mg%ナ ル ニ對 シ,本 病 家 兎 ノ夫 レハ9.2

       第5表

乃 至10.8mg%,平 均(3匹)9.8mgニ シ テ正 常 家

兎 平 均 ノ80%ニ 當 リ僅 ニ減 少 セ リ.血 中 ノ石 灰 ハ

血 清 中 ニ存 在 シ,其 ノ一 部 ハ 「イ オ ン」ノ形 ニ於 テ

一 部 ハ非 電 解 質 ノ石灰 鹽 トシ テ,更 ニ一 部 ハ 蛋 白

質 ト結 合 シ,膠 質状 態 トナ レ リ.關 藤13)ノ 實 驗 ニ

ヨ レバ,肝 臟 ニ於 テ生 成 セ ラル ル 膽 汁 酸 ハ 血 中 石

灰 量 ヲ増 加 シ,人 工 的 鬱 積 黄 疸 ノ初 期 ニハ 血中 石

灰 量 ヲ増 加 スル モ,末 期 ニハ 減 少 シ,Koechig14)

ニ據 レバ黄 痘 ニ際 シテ血 中石 灰 量 ハ 減 少 スル トノ

コ トナ リ.之 等 ノ血 中石 灰 量 減 少 ハKoechig14)ノ

推 スル如 ク,石 灰 ガ膽 汁 色紫 石 灰 鹽 トシ テ沈 着 ス

ル タ メ トモ解 セ ラル ル ガ,更 ニ肝 臟 機 能 障 碍 ニ ヨ

ル 膽 汁酸 形 成 ノ減 少 ヲ否定 スル能 ハ ザ ル ベ シ.本

病 家 兎 ニ於 テ黄 疸 ヲ發 スル コ トハ太 田等6)ノ 研 究

ニ於 テ認 メ ラ レ,又 肝 臟 實 質 ノ破 壊 ガ推 セ ラル ル

故 ニ此 血 中 石灰 ノ減 少 ニ就 テ ハKoechig14)ノ 説

ノ他 ニ肝 臟 機 能 障 碍 ニ ヨル膽 汁酸 生 成 ノ減 少 ヲモ

考慮 スベ キ ナ ラ ン.

 6) 「コ レステ リ ン」量(第6表):正 常 家 兎

ノ平 均(3匹)67mg%ニ 對 シ,本 病 家 兎 ノ夫 レハ

106乃 至146mg%,平 均(3匹)123mg%ニ シ

テ正 常 家 兎 平 均 ノ183%ニ 當 リ,2倍 ニ近 キ増 加

ナ リ.Richter及 ビQuittner15)ハ 諸 動 物 ノ「コ レ

ステ リ ン」 ニ就 キ テ研 究 シ血 中 ノ「コ レ ステ リ ン」

       第6表

ハ 赤血 球 中 ニ 「遊離 コ レス テ リ ン」,血 漿 中 ニハ

「コ レ ステ リ ン・エ ステル 」トシテ 存 在 シ
,若 シ「コ

レ ステ リン・エ ステル」ノ血 球 中 ニ侵 入 スル ヤ 直 ニ

〓 化 セ ラ レテ「遊 離 コ レ ステ リ ン」ニ分 解 スル モ ノ

ナ リ トセ リ.Beumer及 ビLehmann16),次 デ
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Schonheimer17)等 ノ 實驗 ニ ヨ レバ,「 コ レ ステ リ

ン」 ガ動物 體 内 ニ於 テ合 成 シ得 ラルル 如 キ成 績 ヲ

示 セル モ,之 ハ未 ダ確 定 セ ヲ レタル モ ノ ニア ラザ

レバ,本 實 驗 ニ於 ケル 「コ レ ステ リ ン」 ノ増 加 ヲ

直 ニ合成 ニ ヨル増 加 ニ歸 スル コ ト能 ハ ザ ル ナ リ.

Burger及 ビBenmer18), Rosenthal19)等 ハ 機 械

的 黄 疸 ニ際 シテ,Straus及 ビSchnhardt20)ハ

「カ タル 性」黄 疸 ニ際 シテ何 レモ血 中 「コ レ ステ リ

ン」 ノ増 加 スル ヲ認 メ,太 田等6)ハ 日本 住 血 吸 蟲

病 家 兎 ニ黄 疸 ヲ發 シ,尿 ニ「グ メ リ ン」氏膽 汁 色 素

反 應 ノ陽 性 ナ ル ヲ觀 察 セ ル故 ニ,其 ノ血 中 「コ レ

ス テ リ ン」 ノ増 加ハ 首肯 セ ラル ベ ク,而 シ テ其 ノ

原 因 トシ テハ 合 成 ノ増 強 ヲ推 スル ヨ リモ寧 ロ本 病

家 兎 ノ肝 臟 實 質 ガ破 壊 セ ラ レ,膽 汁 色素 ト同 ジ ク

膽 汁 中 ノ「コ レ ステ リ ン」モ血 中 ニ入 リテ茲 ニ血 液

「コ レ ステ リン」量 ノ増 加 ヲ來 スモ ノ ト考 フベ キナ

リ.

 7) 乳酸 量(第7表):正 常家 兎 ノ平 均(3匹)

ハ8.8mg%ナ ル ニ對 シ,本 病 家 兎 ノ夫 レハ17.5

乃 至21.9mg%,平 均(3匹)20.3mg%ニ シテ

正 常 家兎 ノ230%ニ 當 リ.非 常 ナ ル増 量 ナ リ.動

物體内ニ於ケル乳酸 ノ大部分ハ含水炭素新陳代謝

ノ中間物質 トシテ生成セラルルモノナルガ,含 水

炭素新陳代謝 ト密接ナル關係ニアル肝臟 ノ機能不

全或ハ剔出ニヨリ血中或ハ尿中乳酸量ノ増加 スル

コ トハ夙ニ知ラルル所ナリ.サ レバ主ナル病變ノ

第7表

一ガ肝臟 ニ存 スル本病ニ於テ肝臟 ノ機能不全ニヨ

リ其ノ血中乳酸量ノ増加 スルハ當然ナルベシ.

 以上 ノ實驗成績及 ビ比較研究ヲ通覽 ルニ,總

ジテ各所見ハ何 レモ本病 ノ病變 ト良ク符合シ,肝

臟實質ノ主 トシテ破壊 ニヨル肝臟機能不全ニ基キ,

テ説明セラルベシ.

      第4章 結 論

 1) 本 研究ハ實驗的日本住血吸蟲病家兎ノ重症

期ニ頸動脈 ヨリ採血シ,該 血液ノ2, 3化 學 的成分

ヲ定量シ,之 ヲ正常家兎ノ夫 レト比較セルモノナ

リ.

 2) 本病家兎ノ血中總窒素量ハ僅ニ,石 灰量ハ

可ナリ減少スルニ反シ,殘 餘窒素量,無 機硫酸量,

無機燐酸量,「 コレステリン」量及ビ乳酸量ハ何レ

モ増加シ,之 等ノ變化ハ肝臟 ノ障碍,體 蛋白ノ分

解及ビ食慾ノ減退等ニヨリテ説明 スルヲ得 ベシ.
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Aus dem Gerichtsarztlichen Institut der Modizinischen Fakultat Okayama.

Chemische Untersuchungen des Blutes bei experimenteller

          Kaninchenschistosomiasis japonica.

           Von

    Tatsukichi Hiromoto.

Eingegangen am 29. Fuli 1939.

   Wie schon pathologisch-anatomisch festgestellt wurde, wurden die Funktionen der

inneren Organe, insbesondere der Leber beim schweren oder spateren Stadium der

Kaninchenschistosomiasis stark gestort, was auch aus folgenden Ergebnissen einiger

chemischer Blutuntersuchungen leicht zu schliessen ist.

   1) Der Gesamtstickstoffgehalt des Blutes wurde dabei etwas vermindert.

   2) Hierbei wurde der Gehalt an Reststickstoff, an anorganischer Schwefelsaure
Phosphorsaure, an Cholesterin sowie an Milchsaure im Blut deutlich vermehrt vorge-

funden, wahrend der Kalkgehalt geringer war. (Autoreferat)
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